
山
〜
」
と
歌
い
な
が
ら
元
気

に
山
道
を
登
っ
た
。

一
行
は
午
後
１
時
に
八
合

目
に
た
ど
り
着
き
、
山
小
屋

「
太
子
館
」
横
の
広
場
に
テ

ー
ブ
ル
で
仮
の
荘
厳
壇
（
し

ょ
う
ご
ん
だ
ん
）
を
設
営
し

て
太
子
像
を
安
置
、
花
を
供

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和４年（2022年）８月１０日　水曜日 第790号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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富
士
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は
２
０
１
３

年
、
正
式
名
称
は
「
富
士
山
│
信
仰

の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
で
、
芸
術

の
対
象
と
し
て
の
美
し
い
山
容
と
と

も
に
、
日
本
人
の
古
代
か
ら
の
信
仰

の
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
信
仰
の
山
と
し
て

の
富
士
山
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
。

古
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
山
も

川
も
、
自
然
界
の
す
べ
て
が
神
で
あ

っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
神
と
崇
め
ら
れ

た
よ
う
に
、
卓
越
し
た
山
に
神
格
を

認
め
る
と
い
う
古
代
人
の
感
性
は
、

世
界
的
に
共
通
し
た
も
の
だ
っ
た
。

富
士
山
は
と
り
わ
け
そ
の
山
容
の
美

し
さ
で
群
を
抜
い
て
お
り
、
美
と
宗

教
は
古
代
人
の
聖
性
に
お
い
て
一
致

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

富
士
山
は
８
０
２
年
の
延
暦
の
大

噴
火
か
ら
11
世
紀
終
わ
り
こ
ろ
ま
で

噴
火
を
繰
り
返
し
た
の
で
、
修
験
道

が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
９
世
紀
で

は
、
他
の
修
験
道
の
山
に
比
べ
て
開

拓
が
遅
れ
て
い
た
。
噴
火
が
鎮
ま
っ

た
平
安
時
代
の
12
世
紀
に
富
士
登
山

を
繰
り
返
し
た
の
が
、
富
士
山
修
験

道
の
開
祖
と
さ
れ
る
駿
河
の
国
の
末

代
上
人
で
あ
る
。
末
代
は
何
百
回
も

富
士
山
に
登
り
、
山
頂
に
大
日
寺
を

建
て
た
と
い
う
か
ら
、
大
日
如
来
を

中
心
仏
と
す
る
密
教
の
僧
で
あ
ろ

う
。末

代
の
師
は
、
鳥
羽
上
皇
が
久
安

年
間
（
１
１
４
５
〜
51
）
に
今
の
富

士
市
に
創
建
し
た
天
台
宗
実
相
寺
の

開
山
・
智
印
法
師
で
あ
る
。
末
代
は

鳥
羽
上
皇
の
支
援
を
受
け
、
富
士
山

を
中
心
に
経
筒
の
埋
納
を
各
地
で
進

め
て
い
た
。
鳥
羽
上
皇
は
、
京
都
で

修
験
道
か
ら
富
士
講
へ

富
士
山
は
９
世
紀
の
大
噴
火
か
ら

た
び
た
び
噴
火
し
て
お
り
、
そ
の
怒

り
を
鎮
め
る
た
め
に
浅
間
神
社
な
ど

で
祭
り
を
行
う
畏
敬
の
対
象
で
あ

り
、
も
と
も
と
は
下
か
ら
あ
が
め
る

山
だ
っ
た
。
山
伏
は
山

で
修
行
し
て
超
能
力
を

身
に
付
け
、
里
に
下
り

て
加
持
祈
祷
な
ど
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
人
々
に
尊
敬
さ
れ
た

が
、
一
般
人
は
富
士
山
に
登
っ
て
は

い
け
な
か
っ
た
。

修
験
道
は
、
日
本
古
来
の
原
始
宗

教
（
ア
ニ
ミ
ズ
ム
）
と
仏
教
の
密
教

信
仰
が
結
び
付
い
て
生
ま
れ
た
も
の

で
、
開
祖
と
さ
れ
る
役
行
者
は
文
武

天
皇
の
６
９
９
年
に
伊
豆
に
流
さ
れ

た
と
き
、
夜
は
富
士
山
に
飛
ん
で
き

て
修
行
し
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。

貴
族
以
下
多
く
の
人
た
ち
に
写
経
さ

せ
、
そ
れ
を
末
代
に
経
塚
に
埋
納
さ

せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
富
士
山
に

登
れ
な
い
人
た
ち
も
富
士
山
に
結
縁

さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

末
代
は
村
山
に
興
法
寺
を
建
て
、

村
山
が
富
士
山
修
験
道
の
拠
点
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
富
士
山
修
験
道
は

村
山
修
験
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
。
村
山
修
験
は
、
後
に
天
台
宗
系

の
修
験
道
を
束
ね
る
聖
護
院
に
属
し

た
の
で
、
富
士
山
の
修
験
は
聖
護
院

が
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。

村
山
修
験
は
駿
府
の
太
守
今
川
氏

に
庇
護
さ
れ
、
富
士
山
頂
の
管
理
権

を
独
占
す
る
な
ど
隆
盛
を
極
め
た

が
、
１
５
６
０
年
の
桶
狭
間
の
戦
い

で
今
川
義
元
が
織
田
信
長
に
討
た

れ
、
今
川
氏
が
滅
亡
に
向
か
う
と
衰

亡
し
て
い
く
。

鎌
倉
時
代
の
末
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
、
浄
土
思
想
の
広
ま
り
を
背

景
に
、
修
験
道
も
庶
民
に
開
か
れ
て

い
っ
た
。
イ
ン
ド
仏
教
の
須
弥
山
信

仰
が
富
士
山
に
投
影
さ
れ
、
富
士
山

頂
が
極
楽
浄
土
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
で
き
て
き
た
。

室
町
・
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
山

伏
や
御
使
（
お
し
）
の
ガ
イ
ド
で
富

士
登
山
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に

大
衆
登
山
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が

江
戸
時
代
の
富
士
講
に
つ
な
が
る
。

庶
民
の
組

織
と
し
て

生
ま
れ
た

富
士
講
に

は
、
近
世
的
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
隠
然
と
し
て
反
体
制
的
な

要
素
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
下
層
か

ら
の
盛
り
上
が
り
が
幕
末
・
維
新
の

激
動
へ
と
時
代
を
進
め
た
の
で
あ

る
。徳

川
家
康
は
富
士
宮
浅
間
神
社
を

厚
遇
し
、
村
山
修
験
は
冷
遇
し
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
宗
教
政
策
と
し

て
始
ま
っ
た
寺
請
け
制
度
は
、
や
が

て
檀
家
制
度
と
し
て
仏
教
を
行
政
に

取
り
込
む
形
で
体
制
化
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
寺
が
宗
教
性
を
失
っ
て
い
く

中
、
庶
民
の
間
か
ら
新
興
宗
教
の
よ

う
に
生
ま
れ
て
き
た
の
が
富
士
講
と

言
え
よ
う
。

自
然
と
ひ
と
つ
に
な
る

宗
教
か
ら
観
光
・
冒
険
登
山
と
な

っ
た
今
も
、
そ
れ
を
い
ざ
な
う
力
は

自
然
と
ひ
と
つ
に
な
り
た
い
と
い
う

人
間
本
性
に
発
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
霊
験
を
求
め
た
修
験
道

や
即
身
成
仏
の
真
言
密
教
で
も
同
じ

で
あ
る
。
多
く
の
恵
み
と
共
に
想
像

を
絶
す
る
危
険
を
は
ら
む
日
本
の
自

然
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
ま
さ
に
信

仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
日
本
の
自
然

が
日
本
人
の
信
仰
を
培
っ
た
と
言
っ

て
も
い
い
。

価
値
が
多
様
化
、
個
人
化
し
、
宗

教
と
教
団
の
存
在
自
体
が
問
い
直
さ

れ
て
い
る
今
、
自
然
と
の
か
か
わ
り

か
ら
生
ま
れ
た
信
仰
の
原
点
に
立
ち

返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

富
士
山
に
お
け
る
神
仏
習
合

こ
の
行
事
は
、
同
寺
に
あ

る
聖
徳
太
子
の
騎
馬
銅
像
を

富
士
山
八
合
目
ま
で
運
び
上

げ
、
江
戸
時
代
の
富
士
講
の

よ
う
な
一
座
法
要
を
執
り
行

う
仏
事
。
平
成
21
年
に
同
寺

檀
家
の
郷
土
史
家
が
復
活
を

呼
び
掛
け
、
門
徒
や
関
係
者

の
協
力
で
実
現
、
以
来
、
コ

ロ
ナ
禍
で
山
小
屋
が
閉
鎖
に

な
っ
た
令
和
２
年
を
除
き
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

早
朝
、
同
寺
に
集
ま
っ
た

一
行
は
午
前
５
時
半
か
ら
同

寺
本
堂
で
朝
の
お
勤
め
で

「
讃
仏
偈
」
を
唱
和
。
６
時

に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発

し
、
富
士
山
五
合
目
に
到

着
。
そ
ろ
い
の
法
被
を
ま
と

っ
た
一
行
は
、
金
剛
杖
を
手

に
７
時
半
、
富
士
吉
田
口
か

ら
登
り
始
め
た
。
今
回
、
運

び
上
げ
た
銅
像
は
聖
徳
太
子

で
、
山
開
き
の
期
間
、
八
合

目
に
像
を
祀
り
、
登
山
者
が

拝
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

古
代
、
太
子
が
愛
馬
の
黒
駒

に
乗
る
と
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
い
う
間
に
富
士
山
に
駆
け

登
り
、
八
合
目
で
、
大
日
如

来
が
い
る
と
い
う
頂
上
に
向

か
い
お
参
り
し
た
と
い
う
。

富
士
山
は
神
仏
習
合
の
山

で
、
一
合
目
か
ら
八
合
目
ま

社

説

で
、
い
ろ
い
ろ
な
宗
派
の
寺

が
活
動
し
て
い
た
が
、
明
治

の
神
仏
分
離
令
で
寺
の
堂
宇

や
仏
像
が
壊
さ
れ
、
如
来
寺

の
祠
も
壊
さ
れ
た
。
如
来
寺

で
は
故
事
を
平
成
21
年
に
復

活
し
、
八
合
目
で
一
座
法
要

を
営
み
、
太
子
の
ご
恩
に
感

謝
し
て
き
て
い
る
。

明
治
天
皇
の
崩
御
百
十
年

を
偲
ぶ
年
で
あ
る
と
共
に
、

御
生
誕
百
七
十
年
と
い
う
佳

節
の
年
で
あ
る
今
年
、
明
治

神
宮
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は

「
み
か
ど
の
御
召
物
│
明
治

天
皇
の
黄
櫨
染
御
袍
（
こ
う

ろ
ぜ
ん
の
ご
ほ
う
）
│
」（
前

期
）
と
、「
み
か
ど
の
御
英

姿
」
展
（
後
期
）
を
記
念
展

と
し
て
企
画
し
た
。

今
上
天
皇
が
お
召
し
に
な

る
黄
櫨
染
御
袍
は
、
平
安
時

浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞

は
、
仏
教
受
容
に
決
定
的
な

役
割
を
果
た
し
た
太
子
を

「
和
国
の
教
主
」
と
呼
び
、

崇
敬
し
て
い
た
。
法
難
で
配

流
さ
れ
た
新
潟
か
ら
茨
城
に

移
り
、
布
教
し
て
い
た
親
鸞

が
太
子
の
足
跡
を
慕
っ
て
甲

州
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！

アシレス出版部発行
お近くの書店にない場合は下記へ 送料210円
〒229-0002 相模原市渕野辺本町2-17-14
TEL042（751）2558   FAX042（754）1818　

た ま 出 版

四
六
判
１
５
８
頁

定
価
１
、３
６
５
円（
税
込
）

齋
藤
齋
霊
著

www.tamabook.com

お問合せ先／扶桑社　販売企画部
〒105-8070　東京都港区海岸1-15-1

TEL03-5403-8859
購入申込み　FAX:03-3578-3075

●定価1000円（税込み）
●四六並製　232ページ
●発行・産経新聞社／発売・扶桑社

日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
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＋
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。
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私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

の
み
で
、
荷
を
軽
く
す
る
た

め
黒
駒
と
手
綱
を
引
く
調
使

麿
は
寺
に
残
し
た
。

五
合
目
か
ら
六
合
目
に
か

け
て
は
樹
木
が
茂
る
山
道
が

続
き
、
次
第
に
高
山
植
物
だ

け
の
風
景
に
な
り
、
七
合
目

か
ら
は
険
し
い
岩
場
が
続

く
。
太
陽
が
容
赦
な
く
降
り

注
ぐ
の
で
汗
が
背
中
に
に
じ

む
。
そ
れ
で
も
時
折
、
下
界

か
ら
霧
が
吹
き
上
げ
て
き

て
、
肌
を
冷
風
が
な
ぞ
っ
て

く
れ
る
。

最
年
少
の
渡
辺
龍
真
く
ん

は
住
職
の
孫
の
小
学
５
年

生
、
新
婚
の
娘
夫
妻
も
参
加

し
た
。
地
元
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
富
士
山
の
旅

芸
人
・
忍
者
Fujiyam
aの

染
谷
剛
さ
ん
は
ハ
ー
モ
ニ
カ

で
「
ふ
じ
の
山
」
を
演
奏
、

一
行
は
「
富
士
は
日
本
一
の

え
た
。
渡
辺
住
職
と
副
住
職

の
先
導
で
一
同
が
「
太
子
奉

讃
」
を
読
経
し
、
厳
粛
に
法

要
を
営
む
と
、
外
国
人
登
山

者
た
ち
も
珍
し
そ
う
に
見
守

っ
て
い
た
。

聖
徳
太
子
騎
馬
像
は
２
２

０
年
前
、
如
来
寺
が
懇
意
に

し
て
い
た
江
戸
の
富
士
講
か

ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
。
古

来
、
富
士
山
は
信
仰
の
山

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

地
一
帯
に
真
宗
が
広
ま
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
ま
で
真
言
宗

だ
っ
た
如
来
寺
も
、
１
２
２

８
年
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
し

て
い
る
。

法
要
を
終
え
た
一
行
は
、

太
子
館
で
昼
食
の
後
、
下

山
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
７
時

前
に
如
来
寺
に
帰
り
、
夕
食

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
わ
た
し
た
ち
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
力
に
満
ち

た
来
臨
を
知
ら
せ
る
の
に
、
わ
た
し
た
ち

は
巧
み
な
作
り
話
を
用
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト

の
威
光
を
目
撃
し
た
の
で
す
。

荘
厳
な
栄
光
の
中
か
ら
、『
こ
れ
は
わ
た

し
の
愛
す
る
子
。
わ
た
し
の
心
に
適
う

者
』
と
い
う
よ
う
な
声
が
あ
っ
て
、
主
イ

エ
ス
は
父
で
あ
る
神
か
ら
誉
れ
と
栄
光
を

お
受
け
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
聖
な
る
山
に
イ
エ
ス

と
い
た
と
き
、
天
か
ら
響
い
て
き
た
こ
の

声
を
聞
い
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
わ
た
し
た
ち
に
は
、
預
言

の
言
葉
は
い
っ
そ
う
確
か
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

夜
が
明
け
、
明
け
の
明
星
が
あ
な
た
が

た
の
心
の
中
に
昇
る
と
き
ま
で
、
暗
い
所

に
輝
く
と
も
し
火
と
し
て
、
ど
う
か
こ
の

預
言
の
言
葉
に
留
意
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。」（
ペ
ト
ロ
の
手
紙
二
：
16
〜
19
）

伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
こ
の
時
期

「
主
の
変
容
」
の
出
来
事
を
記
念
す
る
。

イ
エ
ス
が
山
で
祈
っ
て
い
る
と
神
々
し
い

姿
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
光
景
を
目
撃
し
た

ペ
テ
ロ
は
、
後
に
力
強
く
証
言
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
、
ま
だ
、
イ
エ

ス
が
い
か
な
る
方
な
の
か
は
わ
か
っ
て
は

い
な
か
っ
た
。
そ
の
方
の
真
の
価
値
を
知

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
 （
Ｉ
）

今
年
の
聖
徳

太
子
像
富
士
登

山
で
は
、
例
年

の
若
者
が
不
参

加
の
た
め
、
天

地
子
が
太
子
像

を
担
ぎ
上
げ
る
お
役
を
い

た
だ
い
た
。
黒
駒
か
ら
取

り
外
し
た
銅
製
の
像
は
約

５
キ
ロ
。
い
つ
も
の
除
草

剤
散
布
で
背
負
う
噴
霧
器

は
15
キ
ロ
な
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
の
重
量
感
は
な
い
▼

日
本
の
宗
教
史
を
学
ぶ
に

つ
れ
、
聖
徳
太
子
の
偉
大

さ
に
気
づ
い
て
い
た
の

で
、
像
と
は
い
え
太
子
を

背
負
い
、
太
子
ゆ
か
り
の

信
仰
の
山
に
登
れ
る
の

は
、
生
涯
最
大
の
幸
運
で

あ
っ
た
。
仏
教
受
容
の
時

代
に
、
も
し
宗
教
的
天
才

で
政
治
家
の
太
子
が
い
な

け
れ
ば
、
日
本
仏
教
は
生

ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
▼
さ
ら
に
太
子
は
皇

太
子
と
し
て
宮
中
祭
祀
を

行
っ
て
い
た
か
ら
、
日
々

の
営
み
の
中
で
神
道
と
の

習
合
が
穏
や
か
に
、
太
子

の
人
格
の
中
で
醸
成
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
れ
も
日
本

人
に
と
っ
て
最
大
の
幸
運

と
言
え
よ
う
▼
田
舎
暮
ら

し
が
20
年
余
に
及
び
、
つ

く
づ
く
神
仏
習
合
、
神
仏

補
完
の
効
用
を
感
じ
て
い

る
。
自
然
か
ら
生
ま
れ
た

が
故
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な

感
性
と
、
普
遍
宗
教
と
し

て
の
仏
教
の
教
え
が
、
個

人
の
人
格
に
お
い
て
融
合

し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
山

川
草
木
悉
皆
成
仏
で
あ

り
、
即
身
成
仏
で
あ
る
▼

自
然
か
ら
生
ま
れ
た
か

ら
、
自
然
に
帰
る
。
そ
の

繰
り
返
し
が
人
生
で
あ
り

歴
史
で
あ
る
と
の
思
想

は
、
終
末
論
的
思
想
の
弊

害
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た

今
、
再
考
さ
れ
る
べ
き

で
、
終
末
な
ど
な
い
と
言

っ
た
コ
へ
レ
ト
の
言
葉
を

思
い
出
す
。
八
合
目
で

16
℃
の
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
、
人
間
は
い
つ
に
な
っ

た
ら
愚
か
し
い
思
想
か
ら

脱
出
で
き
る
の
か
、
考
え

て
い
た
。

ま
た
御
大
葬
時
の
新
聞
記
事

も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、
当
時

の
様
子
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
。「
明
治
天
皇
御
料

陸
軍
御
正
服
」
は
明
治
19
年

（
１
８
８
６
）
に
各
国
の
服

制
に
倣
い
、
改
正
さ
れ
た
も

の
で
、
肩
章
の
み
特
別
な
も

の
と
し
、
基
本
は
陸
軍
大
将

の
も
の
と
同
様
の
形
式
に
な

っ
て
い
て
、
同
11
年
に
行
わ

れ
た
天
長
節
観
兵
式
に
お
召

し
に
な
ら
れ
た
。
エ
ド
ア
ル

ド
・
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
作
の
御

尊
影
で
は
明
治
天
皇
は
同
形

の
御
正
服
を
お
召
し
に
な
ら

れ
て
い
る
。「
明
治
天
皇
御
料

陸
軍
御
軍
服
」
は
明
治
38
年

（
１
９
０
５
）
に
作
ら
れ
、

翌
明
治
39
年
４
月
に
青
山
練

兵
場
（
現
在
の
明
治
神
宮
外

苑
）
で
行
わ
れ
た「
明
治
37
、

38
年
戦
役
凱
旋
観
兵
式
」に

初
め
て
着
用
さ
れ
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

会
期
：
令
和
４
年
７
月
９

日
〜
９
月
４
日
（
休
館
日
：

木
曜
日
、
但
し
８
月
11
日
は

開
館
）

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
入
館
は
閉

館
の
30
分
前
ま
で
）

お
問
い
合
わ
せ
：
03
│
３

３
７
９
│
５
８
７
５

代
の
嵯
峨
天
皇
の
御
代
よ

り
、
天
皇
の
着
用
す
る
服
と

し
て
定
め
ら
れ
、
節
会
と
呼

ば
れ
る
小
規
模
の
お
祭
り
、

外
国
の
使
節
の
応
対
、
政
治

の
調
整
の
場
、
新
月
の
時
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
明

治
天
皇
の
御
代
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
唐
風
の
装
束
が
用

い
ら
れ
て
い
た
、
即
位
式
を

始
め
と
す
る
宮
廷
祭
祀
の
大

部
分
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
伊
勢
の
神

宮
へ
の
参
拝
な
ど
、
祈
り
の

場
で
の
装
束
と
し
て
も
定
着

し
て
い
っ
た
。

「
み
か
ど
の
御
召
物
│
明

治
天
皇
の
黄
櫨
染
御
袍
│
」

で
は
明
治
神
宮
所
蔵
の
明
治

天
皇
御
着
用
・
黄
櫨
染
御
袍

３
点
を
一
度
に
展
示
し
て
い

る
。「
明
治
天
皇
御
料
　
黄
櫨

染
御
袍
（
冬
）」（
明
治
中
期
、

宝
物
館
開
館
時
御
下
賜
品
）

は
宝
物
殿
が
始
ま
っ
た
時
に

大
正
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た

も
の
。
も
う
一
つ
の
「
明
治

富士山八合目で聖徳太子像を祀り法要する如来寺の一行＝８月３日

門
徒
ら
が
聖
徳
太
子
像
富
士
登
山

天
皇
御
料

黄
櫨
染
御
袍

（
冬
）」（
明
治

中
期
、
明
治

維
新
百
年
を

記
念
し
て
の

御
下
賜
品
）
は
昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
に
昭
和
天
皇

よ
り
明
治
維
新
１
０
０
年
を

記
念
し
て
下
賜
さ
れ
た
。
装

束
の
外
側
の
端
袖
（
は
た
そ

で
）
の
部
分
が
交
換
さ
れ
て

い
る
。
明
治
天
皇
は
物
を
大

切
に
さ
れ
、
重
要
祭
祀
で
使

う
黄
櫨
染
御
袍
で
あ
っ
て

も
、
袖
が
擦
り
切
れ
た
ら
、

袖
だ
け
交
換
し
て
使
い
続
け

ら
れ
た
。「
明
治
天
皇
御
料

黄
櫨
染
御
袍（
夏
）」
も
宝
物

館
が
開
館
し
た
と
き
に
大
正

天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
企
画
展
示

室
に
入
っ
て
、
右
手
に
展
示

さ
れ
て
い
る
服
は
、「
明
治
天

皇
御
料
　
御
斎
服
」
で
あ

る
。
裾
の
部
分
が
ひ
だ
状
に

な
っ
て
い
る
「
入
襴
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
装
束
の
中

で
も
特
に
古
い
形
式
を
保
っ

て
い
る
。

宝
物
展
示
室
で
は
、
明
治

天
皇
の
御
大
葬
時
の
行
列
模

型
が
入
り
口
に
展
示
さ
れ
、

快
晴
、
炎
天
の
８
月
３
日
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
如
来
寺
（
渡
辺
英
道
住
職
）
は
12
回
目
と
な
る

恒
例
の
「
聖
徳
太
子
像
富
士
登
山
」
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
の
は
同
寺
門
徒
ら
14
人
。
82
歳
か
ら
10
歳
ま
で
で
、
う
ち
女
性

が
４
人
の
一
行
は
、
遠
く
八
ヶ
岳
を
望
み
、
眼
下
に
山
中
湖
や
河
口
湖
を
眺
め
な
が
ら
険
し
い
岩
肌
を
登
り
、
八
合
目
の
山

小
屋
・
太
子
館
近
く
で
、
聖
徳
太
子
を
奉
賛
す
る
一
座
法
要
を
営
ん
だ
。
通
り
が
か
っ
た
登
山
客
も
焼
香
に
参
加
す
る
な

ど
、
黒
駒
伝
説
ゆ
か
り
の
地
で
太
子
の
遺
徳
を
し
の
ん
で
い
た
。

明治天皇御料　黄櫨染御袍（夏）

聖徳太子が仰いだであろう富士山頂

を
囲
ん
で
懇
談
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

明治天皇御料　陸軍御正服

「
み
か
ど
の
御
召
物
│
明
治
天
皇
の
黄
櫨
染
御
袍
│
」

明
治
天
皇
百
十
年
祭
記
念
・
明
治
天
皇
御
生
誕
百
七
十
年
祭
記
念
展

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）


